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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信方式の中から選択される通信方式に対応したプログラムデータが設定される
ことで当該通信方式により無線通信する複数の基地局装置について各基地局装置が通信サ
ービス者により利用されているか否かに関する情報を記憶する基地局装置情報記憶手段と
、
　基地局装置情報記憶手段の記憶内容に基づいて、空いている基地局装置を検索する検索
手段と、
　検索手段により検索された基地局装置の利用を希望する通信サービス者からの要求に応
じて、当該基地局装置について基地局装置情報記憶手段の記憶内容を当該基地局装置が利
用されていることへ変更する登録手段と、
　当該通信サービス者が使用する通信方式に対応したプログラムデータを当該基地局装置
に設定するプログラムデータ設定手段と、を備え、
　基地局装置情報記憶手段は、更に、各基地局装置の設置場所に関する情報及び各基地局
装置のセルエリアに関する情報を記憶しており、
　更に、情報を表示出力する表示手段と、基地局装置情報記憶手段の記憶内容に基づいて
表示手段により基地局装置の設置場所及びセルエリアを地図上で表示する表示制御手段と
、を備え、
　表示制御手段は、前記した地図上で表示される基地局装置の設置場所及びセルエリアの
情報を、インターネット回線を介してアクセスした端末装置で閲覧できるようにする機能
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を有する、
　ことを特徴とする基地局装置提供システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の基地局装置提供システムにおいて、
　プログラムデータを記憶するとともに、回線を介して基地局装置と接続されたプログラ
ムデータ記憶手段を備え、
　プログラムデータ設定手段は、登録手段による変更があったことに応じて、プログラム
データ記憶手段に記憶されたプログラムデータを回線を介して基地局装置へ送信して当該
プログラムデータを当該基地局装置に設定することを特徴とする基地局装置提供システム
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access）方式により無線通信するＣＤＭ
Ａ基地局装置等に関し、特に、例えばハードウエアを変更せずとも、フィールドプログラ
マブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Field Programmable Gate Array）やデジタル信号処理
器（ＤＳＰ:Digital Signal Processor）のソフトウエアを変更することにより複数の通
信方式に対応することが可能なＣＤＭＡ基地局装置等に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば現在では、３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）においてエアイン
タフェース（通信方式のインタフェース）に関する仕様の標準化が検討されているが、最
終的には、完全に１つの通信方式に統一化されずに、ワイドバンドＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭ
Ａ：Wideband－ＣＤＭＡ）方式や、マルチキャリアＣＤＭＡ（ＭＣ-ＣＤＭＡ：Multicarr
ier－ＣＤＭＡ）方式（ＣＤＭＡ－２０００）といった複数の通信方式が世界標準方式と
して採用されることになる。なお、３ＧＰＰは、ＩＭＴ－２０００技術仕様開発の共同プ
ロジェクトであり、第３世代移動通信（携帯電話）システムの検討を行っている。
【０００３】
このため、例えば携帯電話システム等に備えられる基地局装置（ＢＴＳ：Base Transceiv
er System）としては、各通信方式毎に定められた異なる標準仕様に対応した装置が開発
されることが必要となる。一例として、我が国では、Ｗ－ＣＤＭＡ方式及びＭＣ－ＣＤＭ
Ａ方式の双方が採用されることが確定的となっており、このような必要性が非常に高い。
【０００４】
ここで、従来のＣＤＭＡ基地局装置（ＢＴＳ装置）の構成例を示す。
図７には、ＣＤＭＡ基地局装置１１１の構成例を示してあり、このＣＤＭＡ基地局装置１
１１は双方向の有線伝送路１１３を介して上位装置（ＢＴＳ上位装置）１１２と接続され
ている。なお、上位装置１１２は、有線伝送路１１３を介してＣＤＭＡ基地局装置１１１
との間で信号を送受信し、当該ＣＤＭＡ基地局装置１１１の制御等を行う。
【０００５】
以下で、同図に示したＣＤＭＡ基地局装置１１１の動作例を示す。
２つのアンテナＡ１１、Ａ１２は、デュプレックス部１２１から入力される送信信号を無
線により送信する一方、無線により受信した信号（受信信号）をデュプレックス部１２１
へ出力する。この例では、アンテナＡ１１、Ａ１２は、移動局装置（ＭＳ：Mobile Stati
on）等との間で無線信号（拡散信号）を送受信する。
デュプレックス部１２１は、送信信号と受信信号とを分離し、これにより、共通のアンテ
ナＡ１１、Ａ１２を用いて無線信号を送受信することを可能とする。
【０００６】
増幅部１２２は、増幅器を用いて構成されており、無線送受信部１２４から入力される送
信信号を増幅して、当該送信信号をデュプレックス部１２１を介してアンテナＡ１１、Ａ
１２へ出力する。
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低ノイズ増幅部１２３は、低雑音増幅器（ＬＮＡ：Low Noise Amplifier）を用いて構成
されており、アンテナＡ１１、Ａ１２からデュプレックス部１２１を介して入力される受
信信号を増幅して、当該受信信号を無線送受信部１２４へ出力する。
【０００７】
無線送受信部（ＴＲＸ部）１２４は、ベースバンド部１２５により拡散処理されたベース
バンド帯の送信信号（Ｉ信号及びＱ信号）を直交変調により無線周波数帯の送信信号へ変
換して増幅部１２２へ出力し、また、低ノイズ増幅部１２３から入力される無線周波数帯
の受信信号を準同期検波によりベースバンド帯の受信信号（Ｉ信号及びＱ信号）へ変換し
てベースバンド部１２５へ出力する。
【０００８】
ベースバンド部１２５は、伝送路信号切替機能部１３１から入力される送信信号（下り信
号）に対して誤り訂正符号化処理やフレーム化処理やデータ変調処理や拡散変調処理を施
し、また、無線送受信部１２４から入力される受信信号（上り信号）に対して逆拡散変調
処理やチップ同期処理や最大比合成信号処理や誤り訂正復号化処理や多重分離処理を施す
。
【０００９】
テキスト機能部１２６は、装置内伝送の正常性を監視して確認する。
呼処理監視制御部１２７は、上位装置１１２との間で呼処理制御信号を送受信し、無線回
線の管理処理や、無線回線の設定／開放処理や、呼処理監視処理や、呼制御処理を実行す
る。
保守監視制御部１２８は、上位装置１１２を介して外部のオペレーションシステム（ＯＰ
Ｓ）との間で保守監視制御信号を送受信し、ＢＴＳ装置の運転管理処理や、ＢＴＳ装置の
状態監視制御処理を実行する。
【００１０】
ダウンロード部１２９は、呼処理監視制御部１２７内に備えられたＲＯＭ（Read Only Me
mory）に記憶されているアプリケーションソフトウエア（ＡＰ）の更新や保守監視制御部
１２８内に備えられたＲＯＭに記憶されているアプリケーションソフトウエアの更新を外
部から制御させる。
メモリ媒体１３０は、例えばダウンロード部１２９と着脱自在なメモリカード等から構成
されており、呼処理監視制御部１２７のＲＯＭや保守監視制御部１２８のＲＯＭに記憶さ
せるためのアプリケーションソフトウエアを記憶する。
【００１１】
ここで、メモリ媒体１３０に記憶されたアプリケーションソフトウエアは、ダウンロード
部１２９により読み取られ、装置内バス信号Ｓ３１により当該ダウンロード部１２９から
呼処理監視制御部１２７や保守監視制御部１２８へ送信（転送）される。
【００１２】
伝送路信号切替機能部１３１は、伝送路インタエース部１３２と接続させる処理部を、ベ
ースバンド部１２５とテスト機能部１２６と呼処理監視制御部１２７と保守監視制御部１
２８とで切り替えることにより、装置内の処理部間で送受信される信号（架内信号）の接
続切替を行う。
伝送路（Ｈｉｇｈ　Ｗａｙ）インタフェース部１３２は、有線伝送路１１３の終端処理機
能を有しており、伝送路信号切替機能部１３１との間で信号を入出力するとともに、有線
伝送路１１３との間で信号を入出力する。
【００１３】
次に、図８には、上記したベースバンド部１２５の構成例を示してあり、このベースバン
ド部１２５には、ＬＳＩ（Large Scale Integrated circuit）から構成された変復調部１
４１と、ＬＳＩから構成されたチャネルＣＯＤＥＣ（Coder-Decoder）部１４２と、送受
信データ入出力部１４３と、発振器１４４と、制御部１４５とが備えられている。
【００１４】
変復調部１４１では、各処理部が次のような動作を行う。



(4) JP 4523708 B2 2010.8.11

10

20

30

40

50

Ａ／Ｄ（Analog/Digital）変換部１５１は、無線送受信部１２４からアナログ信号として
出力される受信信号（Ｉ信号及びＱ信号）を入力し、当該受信信号をデジタル信号へ変換
してサーチャ部１５３のマッチドフィルタ１６１やフィンガ部１５４の各相関器Ｆ１～Ｆ
Ｎへ出力する。
マッチドフィルタ－相関器制御部１５２は、サーチャ部１５３のマッチドフィルタ１６１
で用いられる拡散符号（拡散コード）やフィンガ部１５４の相関器Ｆ１～ＦＮで用いられ
る拡散符号を制御する。
【００１５】
サーチャ部１５３は、マッチドフィルタ１６１とパイロット同期検波部１６２とプロフィ
ールメモリバンク１６３とパス検出部１６４とを有しており、Ａ／Ｄ変換部１５１から入
力される受信信号（移動局装置から送信されて当該基地局装置へ到来して来る無線キャリ
ア周波数信号）のパスを検出し、当該検出結果をフィンガ部１５４に通知する。
【００１６】
具体的には、マッチドフィルタ１６１が前記受信信号（この例では、パイロット信号部分
）と拡散符号との乗算タイミングをずらしながら当該受信信号と当該拡散符号との相関値
を取得するとともに、この結果を用いてパイロット同期検波部１６２がパイロット信号を
同期検波する。また、マッチドフィルタ１６１による相関値の取得結果やパイロット同期
検波部１６２による同期検波結果をプロフィールメモリバンク１６３が記憶し、当該記憶
内容を用いてパス検出部１６４がパスを検出する。そして、パスの検出結果がフィンガ部
１５４に通知される。
【００１７】
フィンガ部１５４は、複数（例えばＮ個）の信号処理系＃１～＃Ｎを有しており、サーチ
ャ部１５３から通知されるパスの検出結果に基づいて、各信号処理系＃１～＃Ｎを用いて
各パス毎に受信信号を復調し、当該復調結果を合成部１５５へ出力する。
【００１８】
具体的には、各信号処理系＃１～＃Ｎは、拡散符号生成器（ＣＧ：Code Generator）を備
えた１個の相関器Ｆ１～ＦＮと、１個のメモリＧ１～ＧＮと、１個の同期検波部Ｈ１～Ｈ
Ｎとから構成されている。そして、サーチャ部１５３により検出された各パス毎に、各相
関器Ｆ１～ＦＮがＡ／Ｄ変換器１５１から入力される受信信号と拡散符号とを乗算して逆
拡散することにより当該受信信号と当該拡散符号との相関値を取得し、当該逆拡散結果（
当該相関値）を各メモリＧ１～ＧＮが記憶し、当該記憶内容に基づいて各同期検波部Ｈ１
～ＨＮが逆拡散後の受信信号を同期検波して、当該同期検波結果を合成部１５５へ出力す
る。
【００１９】
合成部１５５は、フィンガ部１５４から入力される複数パス分の同期検波結果を例えば最
大比合成法により合成し、当該合成結果を最終的な受信信号としてチャネルＣＯＤＥＣ部
１４２の物理フレーム分離部１７１へ出力する。また、合成部１５５は、前記合成結果に
関して信号電力／干渉電力比（ＳＩＲ：Signal-Interference-Ratio）を検出し、当該検
出結果に基づいて送信電力を制御するための送信電力制御（ＴＣＰ：Transmission Power
 Control）ビットを生成して送信フレーム生成部１５６へ出力する。
【００２０】
送信フレーム生成部１５６は、チャネルＣＯＤＥＣ部１４２の物理フレーム多重化部１７
４から入力される送信信号を用いて送信フレームを生成し、生成した送信フレームを拡散
変調部１５８へ出力する。また、送信フレーム生成部１５６は、合成部１５５から入力さ
れる送信電力制御ビットに基づいて、送信電力の制御を行う。
【００２１】
拡散符号生成部１５７は、制御部１４５からの指示に基づいて拡散符号を生成し、生成し
た拡散符号を拡散変調部１５８へ出力する。なお、拡散符号生成部１５７で生成される符
号をサーチャ部１５３やフィンガ部１５４へ逆拡散符号として供給する構成とすることも
可能である。
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【００２２】
拡散変調部１５８は、拡散符号生成部１５７から入力される拡散符号を用いて、送信フレ
ーム生成部１５６から入力される送信フレーム（フレーム化された送信信号）を拡散変調
し、拡散変調した送信フレームをＤ／Ａ（Digital/Analog）変換部１５９へ出力する。
Ｄ／Ａ変換部１５９は、拡散変調部１５８からデジタル信号として入力される（拡散変調
後の）送信フレームをアナログ信号へ変換し、当該変換後の信号を送信信号（Ｉ信号及び
Ｑ信号）として無線送受信部１２４へ出力する。
【００２３】
ベースバンドＬＳＩ内部バスＢ１１は、変復調部１４１内に備えられたマッチドフィルタ
－相関器制御部１５２や合成部１５５や送信フレーム生成部１５６や拡散符号生成部１５
７やバスインタフェース（ＢＵＳ　Ｉ／Ｆ）部１６０を接続する。
バスインタフェース部１６０は、ベースバンドＬＳＩ内部バスＢ１１とベースバンドバス
Ｂ１３とのインタフェース機能を有しており、これら２つのバスＢ１１、Ｂ１３を接続す
る。
【００２４】
チャネルＣＯＤＥＣ部１４２では、各処理部が次のような動作を行う。
物理フレーム分離部１７１は、変復調部１４１の合成部１５５から入力される受信信号（
前記合成結果）に関して物理チャネルを分離し、当該分離後の受信信号を復号化部１７２
へ出力する。
復号化部１７２は、物理フレーム分離部１７１から入力される受信信号に関してデインタ
リーブ処理や誤り訂正復号化処理を行い、これらの処理後の受信信号をトランスポートチ
ャネル単位で送受信データ入出力部１４３へ出力する。
【００２５】
符号化部１７３は、送受信データ入出力部１４３からトランスポートチャネル単位で入力
される送信信号に関してインタリーブ処理や誤り訂正符号化処理を行い、これらの処理後
の送信信号を物理フレーム多重化部１７４へ出力する。
物理フレーム多重化部１７４は、符号化部１７３から入力される送信信号に関して物理チ
ャネルへのマッピングを行い、当該マッピング後の送信信号を変復調部１４１の送信フレ
ーム生成部１５６へ出力する。
【００２６】
チャネルＣＯＤＥＣＬＳＩ内部バスＢ１２は、チャネルＣＯＤＥＣ部１４２内に備えられ
た物理フレーム分離部１７１や復号化部１７２や符号化部１７３や物理フレーム多重化部
１７４やバスインタフェース部１７５を接続する。
バスインタフェース部１７５は、チャネルＣＯＤＥＣＬＳＩ内部バスＢ１２とベースバン
ドバスＢ１３とのインタフェース機能を有しており、これら２つのバスＢ１２、Ｂ１３を
接続する。
【００２７】
送受信データ入出力部１４３では、チャネルＣＯＤＥＣ部１４２の復号化部１７２や符号
化部１７３との間でトランスポートチャネル単位のデータ（受信信号や送信信号）の入出
力制御を行い、また、当該ベースバンド部１２５と伝送路信号切替機能部１３１とのイン
タフェース機能を有しており、伝送路信号切替機能部１３１との間で架内信号（受信信号
や送信信号）を入出力する。
【００２８】
発振器１４４では、変復調部１４１を動作させるためのクロック信号を発振し、当該クロ
ック信号を変復調部１４１へ供給する。なお、例えばＷ－ＣＤＭＡのＴＤＤ方式やＷ－Ｃ
ＤＭＡのＦＤＤ方式では３．８４ＭＨｚのｎ倍（ｎは１以上の整数）の周波数のクロック
信号が発振させられ、例えばマルチキャリアＣＤＭＡ方式では１．２２８８ＭＨｚのｍ倍
（ｍは１以上の整数）の周波数のクロック信号が発振させられる。
【００２９】
制御部１４５では、例えばＭＰＵ（Micro Processing Unit）やメモリ等から構成された
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ベースバンド制御部１８１を有しており、ベースバンドバスＢ１３を介して変復調部１４
１やチャネルＣＯＤＥＣ部１４２を制御する。
ベースバンドバスＢ１３は、変復調部１４１やチャネルＣＯＤＥＣ部１４２や制御部１４
５を接続する。
【００３０】
次に、従来技術の例を紹介する。
特開平１１－２２０４１３号公報の「無線通信方法」には、プログラマブルなデバイスで
ある例えばプログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）を再プログラミングすることによ
り再配置（リコンフィギュア）されることが可能なデジタル通信システムの技術が記載さ
れている。
特開平１１－３４６３８３号公報の「無線伝送システム」には、例えば差分情報（変更す
る素子の係数情報等）だけで駆動できる汎用的な回路をＤＳＰの中に作り込んでおいて、
１つの無線端末を当該差分情報の変更により複数の無線通信方式に対応させる技術が記載
されている。
【００３１】
特開２０００－２０４２５号公報の「通信網における端末装置の記憶内容の更新方法」に
は、ＤＳＰのブート用プログラムやＦＰＧＡのコンフィギュレーション用プログラムをフ
ラッシュＲＯＭ等の書換可能な不揮発性記憶素子に格納して、当該ブート用プログラムや
当該コンフィギュレーション用プログラムを更新する端末装置の技術が記載されている。
特開２０００－１０６６９４号公報の「無線通信装置および無線通信システム」には、ソ
フトウエアの変更により異なる無線通信方式の送受信が可能となるソフト無線機において
、ＦＰＧＡやＤＳＰやＭＰＵのソフトウエアを変更することにより異なる無線通信システ
ムに対応する技術が記載されている。
【００３２】
特開平１１－３４６１８６号公報の「移動無線端末」には、ソフトウエアラジオを利用し
た移動無線端末において、例えばＤＳＰのソフトウエアをダウンロードすることにより変
復調処理等の設定を変更することが可能な技術が記載されている。
特開平１１－５５１４７号公報の「無線機」には、無線信号の送受信機能を有するモジュ
ール無線部が着脱可能な無線機において、当該無線モジュールを変更することにより複数
の通信システムに対応する技術が記載されている。
【００３３】
特開平１１－２７４９９７号公報の「無線機」には、通信プロトコルに関する複数のプロ
グラムを格納した記憶装置からいずれか１つのプログラムをＥＥＰＲＯＭに記録してＤＳ
Ｐにより実行することにより、システムプロトコルの変更やバージョンアップに対応する
無線機の技術が記載されている。
【００３４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来例で示したように、従来では、例えば無線通信機に備えられたＤＳＰ等のプログ
ラムを変更することにより当該無線通信機を異なる無線通信システムに対応させる技術が
検討等されていたが、ＣＤＭＡ方式を採用するＣＤＭＡ基地局装置に関しては、特にその
ベースバンド部の具体的な回路構成について、未だ十分な検討等が為されていなかった。
【００３５】
本発明は、このような従来の事情を鑑みなされたもので、例えばハードウエアを変更せず
とも、ＦＰＧＡやＤＳＰのソフトウエアを変更することにより複数の通信方式に対応する
ことが可能なＣＤＭＡ基地局装置や、このようなＣＤＭＡ基地局装置に関するプログラム
データ設定方法や、このような基地局装置を提供するための基地局装置提供システムを提
供することを目的とする。
【００３６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置では、ＦＰＧＡプログラムデ
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ータによりチップレートで信号を処理するＦＰＧＡと、ＤＳＰプログラムデータによりシ
ンボルレートで信号を処理するＤＳＰとを備え、プログラムデータ設定手段がＦＰＧＡに
より用いられるＦＰＧＡプログラムデータ及びＤＳＰにより用いられるＤＳＰプログラム
データを設定して、ＣＤＭＡ方式により無線通信する。
【００３７】
ここで、ＣＤＭＡ方式による無線通信では、一般に、送信側が送信対象となる信号を拡散
符号により拡散して当該拡散信号を無線送信する一方、受信側が無線受信した拡散信号を
（前記拡散符号と同一の）拡散符号により逆拡散して、当該逆拡散後の信号を受信処理す
る。このため、ＣＤＭＡ方式を採用する無線通信機（ここでは、ＣＤＭＡ基地局装置）で
は、拡散されていない信号をシンボルレートで処理する一方、拡散されている信号（拡散
信号）をチップレートで処理することが行われる。そこで、本発明では、シンボルレート
と比べて高速なチップレートでの信号処理に適したＦＰＧＡによりチップレートで信号を
処理するとともに、チップレートと比べて低速なシンボルレートでの信号処理に適したＤ
ＳＰによりシンボルレートで信号を処理する構成とした。
【００３８】
なお、一般に、チップレートは、例えば複数チップから成る拡散符号の１チップ分の時間
幅の逆数に相当する速度であり、シンボルレートは、例えば１シンボル分（１拡散符号分
）の時間幅の逆数に相当する速度である。
また、ＦＰＧＡやＤＳＰは、一般に、これらを動作させるためのプログラムデータを設定
することで、当該プログラムデータに従ってこれらを動作させて各種の信号処理を実行さ
せることができる。
【００３９】
従って、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置では、ＦＰＧＡとＤＳＰを用いた構成により信
号処理の効率化を図ることができるとともに、例えば種々な通信方式に対応したＦＰＧＡ
プログラムデータやＤＳＰプログラムデータを設定することにより、ＦＰＧＡやＤＳＰに
より種々な通信方式に対応した信号処理を実行することができる。つまり、本発明に係る
ＣＤＭＡ基地局装置では、例えばハードウエアを変更せずとも、ＦＰＧＡやＤＳＰのソフ
トウエアを変更することにより複数の通信方式に対応することが可能である。
【００４０】
ここで、ＣＤＭＡ基地局装置に設定される（プログラムデータの）通信方式としては、具
体例として、Ｗ－ＣＤＭＡ方式やマルチキャリアＣＤＭＡ方式が用いられるが、本発明で
は、これらに限られず、種々なＣＤＭＡ方式が用いられてもよい。
【００４１】
また、本発明に言うＦＰＧＡプログラムデータとしては、ＦＰＧＡが動作するために用い
られるデータであれば種々なデータを含んでおり、具体的には、必ずしもプログラム自体
のデータばかりでなく、例えばプログラムにより参照される（数値等のパラメータの）デ
ータや、プログラム（の一部）を書き換えるためのデータ等であってもよい。
同様に、本発明に言うＤＳＰプログラムデータとしては、ＤＳＰが動作するために用いら
れるデータであれば種々なデータを含んでおり、具体的には、必ずしもプログラム自体の
データばかりでなく、例えばプログラムにより参照される（数値等のパラメータの）デー
タや、プログラム（の一部）を書き換えるためのデータ等であってもよい。
【００４２】
また、ＦＰＧＡプログラムデータやＤＳＰプログラムデータを設定する態様としては、例
えばプログラムデータが設定されていないＦＰＧＡやＤＳＰに対してプログラムデータを
初期設定する態様や、例えばプログラムデータが設定されているＦＰＧＡやＤＳＰに対し
て当該プログラムデータとは異なるプログラムデータを設定する（つまり、プログラムデ
ータを書き換える）態様等を含んでいる。
【００４３】
また、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置では、一実施態様として、外部メモリと接続する
メモリ接続手段を備え、プログラムデータ設定手段は、メモリ接続手段により接続された
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外部メモリに格納された（ＦＰＧＡやＤＳＰの）プログラムデータを読み取って設定する
。
従って、例えば種々な通信方式に対応したプログラムデータを格納した外部メモリを用意
することで、種々な通信方式（のプログラムデータ）をＣＤＭＡ基地局装置に設定するこ
とができる。
【００４４】
ここで、外部メモリとしては、例えばメモリカード等の種々なものが用いられてもよい。
また、メモリ接続手段としては、例えば外部メモリに設けられた入出力端子と直接的に接
続するための入出力端子を用いて構成することができ、また、例えば外部メモリと（有線
や無線の）通信により接続するための通信機能を用いて構成することも可能である。
【００４５】
また、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置では、具体的な態様例として、プログラムデータ
設定手段は、Ｗ－ＣＤＭＡのＴＤＤ（Time Division Duplex）方式及びＷ－ＣＤＭＡのＦ
ＤＤ（Frequency Division Duplex）方式及びマルチキャリアＣＤＭＡ方式の内の２種類
以上の通信方式を含む複数の通信方式の中から（例えばユーザにより、或いは、例えば当
該ＣＤＭＡ基地局装置により自動的に）選択される通信方式に対応した（ＦＰＧＡやＤＳ
Ｐの）プログラムデータを設定し、ＦＰＧＡ及びＤＳＰは、当該（設定された）通信方式
により信号を処理する。
【００４６】
ここで、ＣＤＭＡ基地局装置に設定することが可能な複数の通信方式の数としては種々な
値であってもよく、また、これら複数の通信方式に含まれる個々の通信方式としても種々
なものであってもよい。
また、ＣＤＭＡ基地局装置に設定することが可能な複数の通信方式に対応した（複数の）
プログラムデータとしては、その全部が当該ＣＤＭＡ基地局装置内のメモリに格納されて
もよく、或いは、その全部が当該ＣＤＭＡ基地局装置外のメモリに格納されてもよく、或
いは、その一部が当該ＣＤＭＡ基地局装置内のメモリに格納されるとともに残りが当該Ｃ
ＤＭＡ基地局装置外のメモリに格納されてもよい。
【００４７】
また、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置では、ＦＰＧＡプログラムデータにより信号を処
理するＦＰＧＡ及びＤＳＰプログラムデータにより信号を処理するＤＳＰを用いて構成さ
れたベースバンド部を備え、プログラムデータ更新手段によりＦＰＧＡにより用いられる
ＦＰＧＡプログラムデータ及びＤＳＰにより用いられるＤＳＰプログラムデータを異なる
通信方式に対応したプログラムデータへ変更して、ＣＤＭＡ方式により無線通信する。
【００４８】
従って、ＦＰＧＡとＤＳＰを用いてベースバンド部を構成することで信号処理の効率化を
図ることができるとともに、例えばハードウエアを変更せずとも、ＦＰＧＡやＤＳＰのソ
フトウエアを変更することにより複数の通信方式に対応することができる。
【００４９】
なお、好ましい態様としては、上述のようにチップレートで信号を処理するＦＰＧＡとシ
ンボルレートで信号を処理するＤＳＰとを用いてベースバンド部を構成するのがよく、更
に好ましい態様としては、ベースバンド部で行われるチップレートでの（通信）信号処理
の全てをＦＰＧＡにより実行するとともに、ベースバンド部で行われるシンボルレートで
の（通信）信号処理の全てをＤＳＰにより実行する構成とするのがよい。
【００５０】
また、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置では、一実施態様として、クロック手段が、プロ
グラムデータ変更手段により変更可能な複数の通信方式のチップレートに対応した周波数
のクロック（チップレートクロック）を供給するとともに、これら複数の通信方式のシン
ボルレートに対応した周波数のクロック（シンボルレートクロック）を供給する。
【００５１】
ここで、プログラムデータ変更手段により変更可能な複数の通信方式の数としては種々な
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値であってもよく、また、これら複数の通信方式に含まれる個々の通信方式としても種々
なものであってもよい。
【００５２】
また、複数の通信方式のチップレートに対応した周波数のチップレートクロックとしては
、例えば各通信方式毎にそのチップレートに対応した周波数のクロック信号を発振させる
構成ばかりでなく、例えば複数の通信方式に含まれる各通信方式のチップレートに対応し
た周波数の公倍数の値を有する周波数のクロック信号を発振させて、当該クロック信号を
これら複数の通信方式で共用する構成とすることもできる。
【００５３】
同様に、複数の通信方式のシンボルレートに対応した周波数のシンボルレートクロックと
しては、例えば各通信方式毎にそのシンボルレートに対応した周波数のクロック信号を発
振させる構成ばかりでなく、例えば複数の通信方式に含まれる各通信方式のシンボルレー
トに対応した周波数の公倍数の値を有する周波数のクロック信号を発振させて、当該クロ
ック信号をこれら複数の通信方式で共用する構成とすることもできる。
【００５４】
なお、チップレートクロックとシンボルレートクロックとは、例えば互いに独立に発振さ
せた（異なる）クロック信号を用いて供給することも可能であるが、好ましい態様として
は、例えば共通のクロック信号を用いてチップレートクロックとシンボルレートクロック
を生成して供給するのがよい。
【００５５】
一実施態様例として、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置では、クロック手段が、Ｗ－ＣＤ
ＭＡ方式（Ｗ－ＣＤＭＡのＴＤＤ方式やＷ－ＣＤＭＡのＦＤＤ方式）のチップレートに対
応した周波数とマルチキャリアＣＤＭＡ方式のチップレートに対応した周波数との公倍数
の値を有する周波数のクロック信号を（例えば発振器により）発振して、チップレートク
ロック及びシンボルレートクロックを供給する。
このような構成では、共通のクロック信号を用いて複数の通信方式に対応したクロックを
供給することができてよい。
【００５６】
ここで、公倍数としては、例えば最小公倍数が用いられてもよく、他の公倍数が用いられ
てもよい。
また、通常、シンボルレートはチップレートの（１／整数）倍となることから、チップレ
ートのクロック信号の速度を（１／整数）倍とすることによりシンボルレートのクロック
信号を生成することが可能である。
【００５７】
また、本発明では、上記のようなＣＤＭＡ基地局装置に関するプログラムデータの設定方
法を提供する。
具体的には、本発明に係るプログラムデータ設定方法では、ＦＰＧＡプログラムデータに
より信号を処理するＦＰＧＡ及びＤＳＰプログラムデータにより信号を処理するＤＳＰを
用いて構成されたベースバンド部を備えてＣＤＭＡ方式により無線通信するＣＤＭＡ基地
局装置の（ＦＰＧＡやＤＳＰの）プログラムデータを次のようにして設定する。
【００５８】
すなわち、ユーザから入力される指示に応じて、又は、外部の装置から入力される指示に
応じて、（ＦＰＧＡやＤＳＰの）プログラムデータを設定する。
従って、ユーザや外部の装置からの指示に応じて、種々な通信方式に対応したプログラム
データをＣＤＭＡ基地局装置に初期設定することや、また、ＣＤＭＡ基地局装置に設定さ
れた通信方式を変更することができる。
【００５９】
ここで、ユーザからの指示を受け付ける手段や、外部の装置からの指示を受け付ける手段
としては、それぞれ種々な手段が用いられてもよい。
また、本発明では、例えばユーザから入力される指示と外部の装置から入力される指示と
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のいずれか一方のみを受け付ける構成ばかりでなく、例えばこれら両方からの指示のいず
れをも受け付ける構成を用いることもできる。
【００６０】
また、本発明では、上記のような基地局装置を提供するための基地局装置提供システムを
提供する。
具体的には、本発明に係る基地局装置提供システムでは、基地局装置情報記憶手段が、複
数の基地局装置について各基地局装置が通信サービス者により利用されているか否かに関
する情報を記憶する。ここで、各基地局装置は、複数の通信方式の中から選択される通信
方式に対応したプログラムデータが設定されることで当該通信方式により無線通信する機
能を有している。
【００６１】
そして、例えば空いている基地局装置の利用を希望する通信サービス者が存する場合には
、検索手段が基地局装置情報記憶手段の記憶内容に基づいて、空いている（つまり、通信
サービス者により利用されていない）基地局装置を検索（及び提示）し、当該検索手段に
より検索された基地局装置の利用を希望する通信サービス者からの要求に応じて、登録手
段が当該基地局装置について基地局装置情報記憶手段の記憶内容を当該基地局装置が利用
されていることへ変更するとともに、プログラムデータ設定手段が当該通信サービス者が
使用する通信方式に対応したプログラムデータを当該基地局装置に設定する。
【００６２】
従って、複数の通信方式に対応可能な基地局装置が通信サービス者により利用されている
か否かを管理して、通信サービス者からの要求に応じて、空いている基地局装置に（設定
可能な複数の通信方式の中から）所望の通信方式を設定するようにしたため、基地局装置
の提供サービスをスムーズに行うことができ、サービスの効率化を図ることができる。
【００６３】
ここで、複数の基地局装置の数としては、種々な値であってもよい。
また、基地局装置としては、必ずしもＣＤＭＡ基地局装置ばかりでなく、他の通信方式（
例えばＴＤＭＡ（Time Division Multiple Access）方式やＦＤＭＡ（Frequency Divisio
n Multiple Access）方式等）を採用する基地局装置を用いることも可能である。
【００６４】
また、通信サービス者は、例えば基地局装置を利用して当該基地局装置により通信サービ
スを行うような者であり、具体的には、通信サービス会社等である。
また、基地局装置が通信サービス者により利用される態様としては、例えば基地局装置が
通信サービス者により購入された場合に利用されているとみなす態様や、例えば基地局装
置が通信サービス者により賃借り（レンタル）された場合に利用されているとみなす態様
や、例えば基地局装置が通信サービス者により予約された場合に利用されているとみなす
態様を含んでいる。
【００６５】
また、各基地局装置が通信サービス者により利用されているか否かに関する情報としては
、一例として、フラグの情報を用いることができ、具体的には、各基地局装置のフラグが
オン状態である場合には利用されていることを示す一方、当該フラグがオフ状態である場
合には利用されていない（つまり、空いている）ことを示すことができる。この場合、基
地局装置のフラグをオフ状態からオン状態へ変更することで、当該基地局装置が利用され
ていないことから利用されていることへ変更することができる。
【００６６】
また、基地局装置情報記憶手段としては、例えば情報を記憶するメモリやデータベースか
ら構成することができる。また、基地局装置情報記憶手段は、例えば上記した（各基地局
装置が通信サービス者により利用されているか否かに関する）情報ばかりでなく、他の情
報を記憶してもよい。
【００６７】
また、検索手段や登録手段やプログラムデータ設定手段による処理は、例えば基地局装置
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を提供する側のユーザの操作に応じて実行される構成が用いられてもよく、例えば基地局
装置の提供を受ける通信サービス者側のユーザの操作に応じて実行される構成が用いられ
てもよい。また、一例として、検索手段や登録手段やプログラムデータ設定手段を有した
管理装置を設けて、当該管理装置とは遠隔に設けられた端末装置からインターネット回線
等を介して当該管理装置にアクセスして各種の処理の実行を要求するような構成とするこ
とも可能である。
【００６８】
また、本発明に係る基地局装置提供システムでは、好ましい態様として、基地局装置情報
記憶手段は、更に、各基地局装置の設置場所に関する情報及び各基地局装置のセルエリア
に関する情報を記憶している。そして、基地局装置提供システムでは、情報を表示出力す
る表示手段を備えて、表示制御手段が基地局装置情報記憶手段の記憶内容に基づいて表示
手段により基地局装置の設置場所及びセルエリアを地図上で表示する。
【００６９】
従って、各基地局装置の設置場所やそのセルエリアが地図上に表示されて（利用を希望す
る通信サービス者等により）視覚的に把握されるため、基地局装置の提供サービスを更に
スムーズに行うことができる。
ここで、表示手段としては、例えばディスプレイ画面等の種々なものが用いられてもよい
。
【００７０】
また、本発明に係る基地局装置提供システムでは、好ましい態様として、プログラムデー
タ記憶手段がプログラムデータを記憶するとともに、（当該プログラムデータ記憶手段が
）回線を介して基地局装置と接続されており、プログラムデータ設定手段は、登録手段に
よる（基地局装置が利用されていることへの）変更があったことに応じて、プログラムデ
ータ記憶手段に記憶されたプログラムデータを回線を介して基地局装置へ送信して当該プ
ログラムデータを当該基地局装置に設定する。
【００７１】
従って、例えば各基地局装置とは遠隔に設けられたプログラムデータ記憶手段に種々な通
信方式に対応した複数のプログラムデータを格納しておき、必要な時に所望の通信方式に
対応したプログラムデータを回線を介して（自動的に）所望の基地局装置へ送信して設定
することができ、これにより、基地局装置の提供サービスを更にスムーズに行うことがで
きる。
【００７２】
ここで、回線としては、例えば有線の回線や無線の回線を用いることができる。
また、プログラムデータ記憶手段としては、例えばプログラムデータを記憶するメモリや
データベースから構成することができる。
なお、例えば同一のメモリや同一のデータベースを共用して、プログラムデータ記憶手段
と基地局装置情報記憶手段とを構成することも可能である。
【００７３】
【発明の実施の形態】
本発明の第１実施例に係るＣＤＭＡ基地局装置を図面を参照して説明する。なお、本例で
は、本発明に係るプログラムデータ設定方法の一実施例をまとめて説明する。
図１には、本例のＣＤＭＡ基地局装置（ＢＴＳ装置）１の構成例を示してあり、このＣＤ
ＭＡ基地局装置１は、双方向の（例えばＡＴＭ：Asynchronous Transfer Mode）有線伝送
路３を介して上位装置（ＢＴＳ上位装置）２と接続されている。
【００７４】
また、同図に示したＣＤＭＡ基地局装置１には、２つのアンテナＡ１、Ａ２と、デュプレ
ックス部１１と、増幅部１２と、低ノイズ増幅部１３と、無線送受信部１４と、ベースバ
ンド部１５と、テスト機能部１６と、呼処理監視制御部１７と、保守監視制御部１８と、
ダウンロード部１９と、伝送路切替機能部２１と、（例えばＡＡＬ－Ｔｙｐｅ２及びＡＡ
Ｌ－Ｔｙｐｅ５の信号処理機能を有する）伝送路インタフェース部２２とが備えられてお
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り、また、例えばダウンロード部１９と着脱自在なメモリ媒体２０が備えられている。
【００７５】
ここで、同図に示した本例のＣＤＭＡ基地局装置１の構成や動作は、例えば上記図７に示
した基地局装置１１１の構成や動作と同一な部分と異なる部分とを有しており、以下では
、説明の便宜上から、上記図７に示した基地局装置１１１の構成や動作とは異なる部分に
ついて詳しく説明する。
【００７６】
すなわち、本例では、後述する図４を用いて示すように、ベースバンド部１５の構成や動
作が上記図７に示したベースバンド部１２５とは異なっている。
また、本例の保守監視制御部１８は、上位装置２を介して外部のオペレーションシステム
との間で保守監視制御信号を送受信し、ＢＴＳ装置の運転管理処理や、ＢＴＳ装置の状態
監視制御処理を実行するとともに、本例では、アプリケーションソフトウエア（ＡＰ）の
ダウンロードや、ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータのダウンロードや、ＤＳＰファ
ームウエアのダウンロードをソフトウエア制御により実施する。
【００７７】
また、本例のダウンロード部１９は、呼処理監視制御部１７内に備えられたＲＯＭに記憶
されているアプリケーションソフトウエアの更新や、保守監視制御部１８内に備えられた
ＲＯＭに記憶されているアプリケーションソフトウエアの更新や、ベースバンド部１５内
に備えられたＲＯＭに記憶されているＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰフ
ァームウエアの更新を外部から（例えばスイッチの押下等により）制御させる。
【００７８】
また、本例のメモリ媒体２０は、例えばダウンロード部１９と着脱自在なメモリカード等
から構成されており、呼処理監視制御部１７のＲＯＭや保守監視制御部１８のＲＯＭに記
憶させるためのアプリケーションソフトウエアや、ベースバンド部１５内のＲＯＭに記憶
させるためのＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエアを記憶する
。
【００７９】
ここで、メモリ媒体２０に記憶されたアプリケーションソフトウエアやＦＰＧＡコンフィ
ギュレーションデータやＤＳＰファームウエアは、ダウンロード部１９により読み取られ
、装置内バス信号Ｓ１により当該ダウンロード部１９から呼処理監視制御部１７や保守監
視制御部１８やベースバンド部１５へ送信（転送）される。
【００８０】
また、ダウンロード部１９では、ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファー
ムウエアをベースバンド部１５へ送信するに際して、当該ベースバンド部１５に対してベ
ースバンド部ダウンロード開始信号Ｓ２を送信する。
【００８１】
また、図２には、ダウンロード部１９と接続されるメモリ媒体２０のメモリマップの一例
を示してある。
同図に示されるように、本例のメモリ媒体２０では、各アプリケーションソフトウエア（
呼処理監視制御部ＡＰ、保守監視制御部ＡＰ）やＦＰＧＡコンフィギュレーションデータ
やＤＳＰファームウエアがそれぞれ所定の先頭アドレスから記憶される。このため、ダウ
ンロード部１９の制御部（後述する制御部９７）は、要求されたデータ（アプリケーショ
ンソフトウエアやＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエア）を所
定の先頭アドレスから読み出して装置内バス信号Ｓ１により出力する。
【００８２】
ここで、上記図２では各アプリケーションソフトウエア等のプログラムサイズを固定とし
た場合の例を示したが、例えば図３に示すようなメモリ媒体２０のメモリマップを用いる
ことで、プログラムサイズが可変な場合に対応することも可能である。同図に示した例で
は、例えばメモリ媒体２０の先頭（なお、必ずしも先頭に配置する必要は無い）に各プロ
グラムの先頭アドレスを記憶するヘッダ部（先頭アドレス記憶部）を設けてある。そして
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、特定のプログラムをロードする（読み出す）際は、このヘッダ部に記憶されている先頭
アドレスから各プログラムをロードする。
【００８３】
次に、図４には、上記したベースバンド部１５の構成例を示してあり、このベースバンド
部１５には、ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータに基づいて動作するＦＰＧＡ３１と
、ＤＳＰファームウエアに基づいて動作するＤＳＰ３２と、制御部３３と、発振器３４と
、Ａ／Ｄ変換部３５と、Ｄ／Ａ変換部３６と、ベースバンドバスＢ１とが備えられている
。
【００８４】
ＦＰＧＡ３１には、バスインタフェース部４１と、サーチャ部４２のマッチドフィルタ５
１及びプロフィールメモリバンク５３及びパス検出部５４と、フィンガ部４３の相関器Ｃ
１～ＣＮ及びメモリＭ１～ＭＮと、拡散符号生成部４４と、拡散変調部４５とが備えられ
ている。
ＤＳＰ３２には、サーチャ部４２のパイロット同期検波部５２と、バスインタフェース部
６１と、フィンガ部４３の同期検波部Ｄ１～ＤＮと、合成部６２と、物理フレーム分離部
６３と、復号化部６４と、符号化部６５と、物理フレーム多重化部６６と、送信フレーム
生成部６７とが備えられている。
【００８５】
制御部３３には、ＤＰＲＡＭ７１と、ＳＡＲ（Segmentation and Reassembly）７２と、
物理デバイス７３と、フラッシュ（Ｆｌａｓｈ）ＲＯＭ７４と、ＳＤＲＡＭ７５と、ＭＰ
Ｕ部７６とが備えられている。
【００８６】
このように、本例では、ベースバンド部１５の各機能をＦＰＧＡ３１とＤＳＰ３２とに割
り振る仕方として、チップレートでの信号処理をＦＰＧＡ３１に割り振って当該ＦＰＧＡ
３１により実行する一方、シンボルレート以降での信号処理をＤＳＰ３２に割り振って当
該ＤＳＰ３２により実行する構成としてある。なお、サーチャ部４２やフィンガ部４３の
機能は、ＦＰＧＡ３１とＤＳＰ３２とに跨って配置されている。
【００８７】
本例のような構成とした理由は、例えばＤＳＰによりチップレートでの信号処理を行うと
すると、チップレートの信号はシンボルレートの信号と比べて遥かに速い信号であること
から、これを処理するＤＳＰとしてはより高速な信号を処理することができるＤＳＰが必
要となるためである。
従って、上記図４に示したような本例のＦＰＧＡ３１及びＤＳＰ３２への各機能の割り振
りが、コスト面などで最適な構成となる。
【００８８】
以下で、ベースバンド部１５の動作例を示す。
Ａ／Ｄ変換部３５は、例えば上記図８に示したＡ／Ｄ変換部１５１と同様に、無線送受信
部１４からアナログ信号として出力される受信信号（Ｉ信号及びＱ信号）を入力し、当該
受信信号をデジタル信号へ変換してサーチャ部４２のマッチドフィルタ５１やフィンガ部
４３の各相関器Ｃ１～ＣＮへ出力する。
【００８９】
バスインタフェース部４１は、ベースバンドバスＢ１とのインタフェース機能を有してお
り、本例では、サーチャ部４２のマッチドフィルタ５１で用いられる拡散符号や、フィン
ガ部４３の相関器Ｃ１～ＣＮで用いられる拡散符号や、拡散符号生成部４４で生成される
拡散符号を制御部３３から制御するためのインタフェースとなる。
【００９０】
サーチャ部４２は、例えば上記図８に示したサーチャ部１５３と同様に、マッチドフィル
タ５１とパイロット同期検波部５２とプロフィールメモリバンク５３とパス検出部５４と
を有しており、Ａ／Ｄ変換部３５から入力される受信信号のパスを検出し、当該検出結果
をフィンガ部４３に通知する。
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【００９１】
フィンガ部４３は、例えば上記図８に示したフィンガ部１５４と同様に、拡散符号生成器
を備えた１個の相関器Ｃ１～ＣＮと１個のメモリＭ１～ＭＮと１個の同期検波部Ｄ１～Ｄ
Ｎとから構成された複数（例えばＮ個）の信号処理系＃１～＃Ｎを有しており、サーチャ
部４２から通知されるパスの検出結果に基づいて、各信号処理系＃１～＃Ｎを用いて各パ
ス毎に受信信号を復調し、当該復調結果を合成部６２へ出力する。
【００９２】
バスインタフェース部６１は、ベースバンドバスＢ１とのインタフェース機能を有してお
り、本例では、ＤＳＰ３２とベースバンドバスＢ１とを接続する。
合成部６２は、例えば上記図８に示した合成部１５５と同様に、フィンガ部４３から入力
される複数パス分の同期検波結果を例えば最大比合成法により合成し、当該合成結果を最
終的な受信信号として物理フレーム分離部６３へ出力する。また、合成部６２は、前記合
成結果に関して信号電力／干渉電力比（ＳＩＲ）を検出し、当該検出結果に基づいて送信
電力を制御するための送信電力制御（ＴＣＰ）ビットを生成して送信フレーム生成部６７
へ出力する。
【００９３】
物理フレーム分離部６３は、例えば上記図８に示した物理フレーム分離部１７１と同様に
、合成部６２から入力される受信信号（前記合成結果）に関して物理チャネルを分離し、
当該分離後の受信信号を復号化部６４へ出力する。
復号化部６４は、例えば上記図８に示した復号化部１７２と同様に、物理フレーム分離部
６３から入力される受信信号に関してデインタリーブ処理や誤り訂正復号化処理を行い、
これらの処理後の受信信号を制御部３３のＳＡＲ７２へ出力する。
【００９４】
符号化部６５は、例えば上記図８に示した符号化部１７３と同様に、制御部３３のＳＡＲ
７２から入力される送信信号に関してインタリーブ処理や誤り訂正符号化処理を行い、こ
れらの処理後の送信信号を物理フレーム多重化部６６へ出力する。
物理フレーム多重化部６６は、例えば上記図８に示した物理フレーム多重化部１７４と同
様に、符号化部６５から入力される送信信号に関して物理チャネルへのマッピングを行い
、当該マッピング後の送信信号を送信フレーム生成部６７へ出力する。
【００９５】
送信フレーム生成部６７は、例えば上記図８に示した送信フレーム生成部１５６と同様に
、物理フレーム多重化部６６から入力される送信信号を用いて送信フレームを生成し、生
成した送信フレームを拡散変調部４５へ出力する。また、送信フレーム生成部６７は、合
成部６２から入力される送信電力制御ビットに基づいて、送信電力の制御を行う。
【００９６】
拡散符号生成部４４は、例えば上記図８に示した拡散符号生成部１５７と同様に、制御部
３３からの指示に基づいて拡散符号を生成し、生成した拡散符号を拡散変調部４５へ出力
する。なお、拡散符号生成部４４で生成される符号をサーチャ部４２やフィンガ部４３へ
逆拡散符号として供給する構成とすることも可能である。
【００９７】
拡散変調部４５は、例えば上記図８に示した拡散変調部１５８と同様に、拡散符号生成部
４４から入力される拡散符号を用いて、送信フレーム生成部６７から入力される送信フレ
ーム（フレーム化された送信信号）を拡散変調し、拡散変調した送信フレームをＤ／Ａ変
換部３６へ出力する。
Ｄ／Ａ変換部３６は、例えば上記図８に示したＤ／Ａ変換部１５９と同様に、拡散変調部
４５からデジタル信号として入力される（拡散変調後の）送信フレームをアナログ信号へ
変換し、当該変換後の信号を送信信号（Ｉ信号及びＱ信号）として無線送受信部１４へ出
力する。
【００９８】
ＤＰＲＡＭ７１は、ベースバンドバスＢ１と装置内バス信号Ｓ１１とのインタフェースを
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行う。
ＳＡＲ７２は、例えば非同期転送モード（ＡＴＭ）のＳＡＲデバイスであり、ＤＳＰ３２
の復号化部６４から入力される（受信）信号を物理デバイス７３へ出力する一方、物理デ
バイス７３から入力される（送信）信号をＤＳＰ３２の符号化部６５へ出力する。
物理デバイス７３は、例えばＡＴＭの物理デバイスであり、ＳＡＲ７２から入力される受
信信号をＡＴＭ信号Ｓ１２として伝送路信号切替機能部２１へ出力する一方、伝送路信号
切替機能部２１から入力されるＡＴＭ信号Ｓ１２を送信信号としてＳＡＲ７２へ出力する
。
【００９９】
なお、本例では、ＤＳＰ３２の復号化部６４から出力される信号（トランスポートチャネ
ルデータ）や符号化部６５に入力される信号（トランスポートチャネルデータ）をＡＴＭ
により伝送する構成としたが、ＢＴＳ装置の各部間で架内信号を伝送する方法としては、
特に限定はなく、例えばＥｔｈｅｒｎｅｔや、ＶＭＥバスや、ＰＣＩバスにより伝送する
方法を用いることも可能である。
【０１００】
フラッシュＲＯＭ７４は、書き込み可能なＲＯＭであり、ＭＰＵ部７６のＭＰＵを動作さ
せるためのプログラムデータ（ＭＰＵプログラム）や、ＦＰＧＡ３１を動作させるための
ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータや、ＤＳＰ３２を動作させるためのＤＳＰファー
ムウエアを記憶する。
ＳＤＲＡＭ７５は、例えば一時的にデータを記憶するメモリであり、本例では、ＭＰＵ部
７６の作業用として用いられる。
【０１０１】
ＭＰＵ部７６は、ＭＰＵを有しており、ＭＰＵプログラムを実行して、ベースバンド部１
５における各種の処理や制御を行う。なお、図４には、ＭＰＵ部７６からＦＰＧＡ３１へ
送信されるコンフィギュレーションデータ転送制御信号Ｓ１３や、ＭＰＵ部７６からＤＳ
Ｐ３２へ送信されるファームウエアダウンロード制御信号Ｓ１４を示してある。
【０１０２】
ベースバンドバスＢ１は、ＦＰＧＡ３１や、ＤＳＰ３２や、制御部３３のＤＰＲＡＭ７１
やＳＡＲ７２やフラッシュＲＯＭ７４やＳＤＲＡＭ７５やＭＰＵ部７６を接続する。
発振器３４は、ＦＰＧＡ３１を動作させるためのクロック信号を当該ＦＰＧＡ３１へ供給
するとともに、ＤＳＰ３２を動作させるためのクロック信号を当該ＤＳＰ３２へ供給する
。
【０１０３】
ここで、本例では、Ｗ－ＣＤＭＡのＴＤＤ方式による無線通信処理をＦＰＧＡ３１及びＤ
ＳＰ３２により実行させるためのＦＰＧＡコンフィギュレーションデータ及びＤＳＰファ
ームウエアと、Ｗ－ＣＤＭＡのＦＤＤ方式による無線通信処理をＦＰＧＡ３１及びＤＳＰ
３２により実行させるためのＦＰＧＡコンフィギュレーションデータ及びＤＳＰファーム
ウエアと、マルチキャリアＣＤＭＡ方式による無線通信処理をＦＰＧＡ３１及びＤＳＰ３
２により実行させるためのＦＰＧＡコンフィギュレーションデータ及びＤＳＰファームウ
エアとを切り替えてＦＰＧＡ３１及びＤＳＰ３２に設定することが可能な構成としてある
。
【０１０４】
この場合、一般に、Ｗ－ＣＤＭＡのＴＤＤ方式やＦＤＤ方式では３．８４ＭＨｚのチップ
レート周波数が用いられる一方、マルチキャリアＣＤＭＡ方式では１．２２８８ＭＨｚ及
び３．６８６４ＭＨｚのチップレート周波数が用いられるため、Ｗ－ＣＤＭＡ方式とマル
チキャリアＣＤＭＡ方式とではチップレート周波数が異なっている。
【０１０５】
そこで、本例の発振器３４は、好ましい態様として、Ｗ－ＣＤＭＡ方式のチップレート周
波数とマルチキャリアＣＤＭＡ方式のチップレート周波数との公倍数の値を有する周波数
のクロック信号を発振する発振器を用いて構成されており、この１個の発振器から発振さ
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せられるクロック信号をＦＰＧＡ３１やＤＳＰ３２へ供給する。そして、ＦＰＧＡ３１で
は発振器３４から入力されるクロック信号を用いて（Ｗ－ＣＤＭＡ方式やマルチキャリア
ＣＤＭＡ方式の）チップレート周波数のクロックを生成して動作する一方、ＤＳＰ３２で
は発振器３４から入力されるクロック信号を用いて（Ｗ－ＣＤＭＡ方式やマルチキャリア
ＣＤＭＡ方式の）シンボルレート周波数のクロック信号を生成して動作する。
【０１０６】
つまり、前記公倍数の値を有する周波数は、Ｗ－ＣＤＭＡ方式のチップレート周波数及び
シンボルレート周波数や、マルチキャリアＣＤＭＡ方式のチップレート周波数及びシンボ
ルレート周波数の整数倍となるため、ＦＰＧＡ３１やＤＳＰ３２では、前記公倍数の値を
有する周波数のクロック信号の速度を（１／整数）倍とすることにより、必要な周波数の
クロック信号を生成することが可能である。
【０１０７】
また、本例では、ＦＰＧＡ３１やＤＳＰ３２が前記公倍数の値を有する周波数のクロック
信号を用いて必要な周波数のクロック信号を生成する構成であることから、例えば拡散符
号を生成する拡散符号生成部４４や例えば前記（１／整数）倍の処理を行う分周回路に関
するＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエアの内容は、Ｗ－ＣＤ
ＭＡ方式とマルチキャリアＣＤＭＡ方式とでは異なっている。
【０１０８】
なお、前記公倍数の値を有する周波数としては、一例として、９２．１６ＭＨｚ（＝３．
８４ＭＨｚ×２４＝１．２２８８ＭＨｚ×７５＝３．６８６４ＭＨｚ×２５）を用いるこ
とができる。
【０１０９】
次に、図５には、本例のＣＤＭＡ基地局装置において、呼処理監視制御部１７のアプリケ
ーションソフトウエアや保守監視制御部１８のアプリケーションソフトウエアやＦＰＧＡ
コンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエアのダウンロード機能に関する構成
部分の構成例を示してある。
具体的には、同図には、無線送受信部１４と、ベースバンド部１５と、呼処理監視制御部
１７と、保守監視制御部１８と、ダウンロード部１９と、メモリ媒体２０と、伝送路信号
切替機能部２１とを示してある。
【０１１０】
また、同図には、ベースバンド部１５内の構成例として、ＦＰＧＡ３１や、ＤＳＰ３２や
、Ａ／Ｄ変換部３５や、Ｄ／Ａ変換部３６や、ＤＰＲＡＭ７１や、ＳＡＲ７２や、物理デ
バイス７３や、フラッシュＲＯＭ７４ａ～７４ｃや、ＳＤＲＡＭ７５や、ＭＰＵ部７６や
、ＲＡＭ７７を示してある。なお、同図では、ＭＰＵプログラムを格納するＲＯＭ７４ａ
と、ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータを格納するＲＯＭ７４ｂと、ＤＳＰファーム
ウエアを格納するＲＯＭ７４ｃとを別個なＲＯＭとして示してある。
【０１１１】
また、同図には、呼処理監視制御部１７内の構成例として、装置内バス信号Ｓ１１のイン
タフェースとなるＤＰＲＡＭ８１や、各種の制御を行う制御部８２を示してあり、保守監
視制御部１８内の構成例として、装置内バス信号Ｓ１１のインタフェースとなるＤＰＲＡ
Ｍ８３や、各種の制御を行う制御部８４とを示してある。
【０１１２】
また、同図には、ダウンロード部１９内の構成例として、保守監視制御部１８の制御部８
４と接続された３つのＯＲ回路９１、９２、９３や、ダウンロードの制御を行う制御部９
７を示してある。また、本例のダウンロード部１９には、ユーザにより操作することが可
能な３つのスイッチ（ＳＷ）９４、９５、９６が備えられている。また、本例では、メモ
リ媒体２０がダウンロード部１９に挿入されて、ベースバンド部１５や呼処理監視制御部
１７や保守監視制御部１８との間で装置内バス信号Ｓ１１を伝送することが可能に接続さ
れている。
【０１１３】
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以下で、同図に示した構成部分により行われるダウンロード処理の動作の一例を示す。
まず、呼処理監視制御部１７のアプリケーションソフトウエアをダウンロードする処理の
動作例を示す。
このダウンロード処理の起動は、例えばスイッチ９４の押下、又は、上位装置２からの要
求（例えばソフトウエア制御）に応じて開始される。
【０１１４】
具体的には、例えばスイッチ９４が押下された場合には、ＯＲ回路９１から呼処理監視制
御部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２４が出力されて制御部９７に入力されることにより、
ダウンロード処理の起動が開始される。
また、例えば上位装置２からの要求があった場合には、保守監視制御部１８の制御部８４
からＯＲ回路９１へ呼処理監視制御部ＡＰダウンロード起動要求信号Ｓ２１が出力され、
これに応じてＯＲ回路９１から呼処理監視制御部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２４が出力
されて制御部９７に入力されることにより、ダウンロード処理の起動が開始される。
【０１１５】
なお、ＯＲ回路９１は、スイッチ９４の押下を示す信号と保守監視制御部１８からの呼処
理監視制御部ＡＰダウンロード起動要求信号Ｓ２１とのいずれか一方或いは両方が入力さ
れる場合に、呼処理監視制御部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２４を制御部９７へ出力する
。
【０１１６】
次いで、呼処理監視制御部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２４を受け取った制御部９７は、
呼処理監視制御部１７の制御部８２に対して呼処理監視制御部ＡＰダウンロード開始信号
Ｓ２７を出力するとともに、メモリ媒体２０に記憶された呼処理監視制御用のアプリケー
ションソフトウエアを装置内バス信号Ｓ１１により呼処理監視制御部１７内のＤＰＲＡＭ
８１を介して制御部８２へ送信（転送）する。
【０１１７】
このようなダウンロード処理により、メモリ媒体２０に記憶されたアプリケーションソフ
トウエアが呼処理監視制御部１７に設定され、これにより、呼処理監視制御部１７では、
当該設定したアプリケーションソフトウエアの内容に基づいて処理を実行することが可能
になる。
【０１１８】
次に、保守監視制御部１８のアプリケーションソフトウエアをダウンロードする処理の動
作例を示す。
このダウンロード処理の起動は、例えばスイッチ９５の押下、又は、上位装置２からの要
求（例えばソフトウエア制御）に応じて開始される。
【０１１９】
具体的には、例えばスイッチ９５が押下された場合には、ＯＲ回路９２から保守監視制御
部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２５が出力されて制御部９７に入力されることにより、ダ
ウンロード処理の起動が開始される。
また、例えば上位装置２からの要求があった場合には、保守監視制御部１８の制御部８４
からＯＲ回路９２へ保守監視制御部ＡＰダウンロード起動要求信号Ｓ２２が出力され、こ
れに応じてＯＲ回路９２から保守監視制御部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２５が出力され
て制御部９７に入力されることにより、ダウンロード処理の起動が開始される。
【０１２０】
なお、ＯＲ回路９２は、スイッチ９５の押下を示す信号と保守監視制御部１８からの保守
監視制御部ＡＰダウンロード起動要求信号Ｓ２２とのいずれか一方或いは両方が入力され
る場合に、保守監視制御部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２５を制御部９７へ出力する。
【０１２１】
次いで、保守監視制御部ＡＰダウンロード起動信号Ｓ２５を受け取った制御部９７は、保
守監視制御部１８の制御部８４に対して保守監視制御部ＡＰダウンロード開始信号Ｓ２８
を出力するとともに、メモリ媒体２０に記憶された保守監視制御用のアプリケーションソ
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フトウエアを装置内バス信号Ｓ１１により保守監視制御部１８内のＤＰＲＡＭ８３を介し
て制御部８４へ送信（転送）する。
【０１２２】
このようなダウンロード処理により、メモリ媒体２０に記憶されたアプリケーションソフ
トウエアが保守監視制御部１８に設定され、これにより、保守監視制御部１８では、当該
設定したアプリケーションソフトウエアの内容に基づいて処理を実行することが可能にな
る。
【０１２３】
次に、ＦＰＧＡ３１のＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰ３２のＤＳＰファ
ームウエアをベースバンド部１５にダウンロードする処理の動作例を示す。
このダウンロード処理の起動は、例えばスイッチ９６の押下、又は、上位装置２からの要
求（例えばソフトウエア制御）に応じて開始される。
【０１２４】
具体的には、例えばスイッチ９６が押下された場合には、ＯＲ回路９３からベースバンド
部ダウンロード起動信号Ｓ２６が出力されて制御部９７に入力されることにより、ダウン
ロード処理の起動が開始される。
また、例えば上位装置２からの要求があった場合には、保守監視制御部１８の制御部８４
からＯＲ回路９３へベースバンド部ダウンロード起動要求信号Ｓ２３が出力され、これに
応じてＯＲ回路９３からベースバンド部ダウンロード起動信号Ｓ２６が出力されて制御部
９７に入力されることにより、ダウンロード処理の起動が開始される。
【０１２５】
なお、ＯＲ回路９３は、スイッチ９６の押下を示す信号と保守監視制御部１８からのベー
スバンド部ダウンロード起動要求信号Ｓ２３とのいずれか一方或いは両方が入力される場
合に、ベースバンド部ダウンロード起動信号Ｓ２６を制御部９７へ出力する。
【０１２６】
次いで、ベースバンド部ダウンロード起動信号Ｓ２６を受け取った制御部９７は、ベース
バンド部１５のＭＰＵ部７６に対してベースバンド部ダウンロード開始信号Ｓ２を出力す
るとともに、メモリ媒体２０に記憶されたＦＰＧＡコンフィギュレーションデータを装置
内バス信号Ｓ１１によりベースバンド部１５内のＤＰＲＡＭ７１を介して（ＦＰＧＡ用の
）ＲＯＭ７４ｂへ送信（転送）し、また、メモリ媒体２０に記憶されたＤＳＰファームウ
エアを装置内バス信号Ｓ１１によりベースバンド部１５内のＤＰＲＡＭ７１を介して（Ｄ
ＳＰ用の）ＲＯＭ７４ｃへ送信（転送）する。
【０１２７】
次いで、ベースバンド部ダウンロード開始信号Ｓ２を受け取ったＭＰＵ部７６は、上記の
ような（ＦＰＧＡ用の）ＲＯＭ７４ｂへのＦＰＧＡコンフィギュレーションデータの送信
（転送）や（ＤＳＰ用の）ＲＯＭ７４ｃへのＤＳＰファームウエアの送信（転送）が終了
した後に、コンフィギュレーションデータ転送制御信号Ｓ１３をＦＰＧＡ３１へ出力して
当該ＦＰＧＡ３１のコンフィギュレーションを実行するとともに、ファームウエアダウン
ロード制御信号Ｓ１４をＤＳＰ３２へ出力して当該ＤＳＰ３２へのＤＳＰファームウエア
のダウンロードを実行する。
【０１２８】
このようなダウンロード処理により、メモリ媒体２０に記憶されたＦＰＧＡコンフィギュ
レーションデータがＦＰＧＡ３１に設定されるとともに、メモリ媒体２０に記憶されたＤ
ＳＰファームウエアがＤＳＰ３２に設定され、これにより、ＦＰＧＡ３１では当該設定し
たＦＰＧＡコンフィギュレーションデータの内容に基づいて処理を実行することが可能に
なるとともに、ＤＳＰ３２では当該設定したＤＳＰファームウエアの内容に基づいて処理
を実行することが可能になる。
【０１２９】
本例では、上記のようなダウンロード処理により、例えばＷ－ＣＤＭＡのＴＤＤ方式に対
応したＦＰＧＡコンフィギュレーションデータ及びＤＳＰファームウエアや、Ｗ－ＣＤＭ
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ＡのＦＤＤ方式に対応したＦＰＧＡコンフィギュレーションデータ及びＤＳＰファームウ
エアや、マルチキャリアＣＤＭＡ方式に対応したＦＰＧＡコンフィギュレーションデータ
及びＤＳＰファームウエアを、ＦＰＧＡ３１やＤＳＰ３２に初期設定することができ、ま
た、例えばＦＰＧＡ３１やＤＳＰ３２にいずれかの通信方式に対応したＦＰＧＡコンフィ
ギュレーションデータやＤＳＰファームウエアが設定されている場合には、異なる通信方
式に対応したＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエアを当該ＦＰ
ＧＡ３１や当該ＤＳＰ３２に再設定することができる。
【０１３０】
なお、本例では、スイッチ９１～９３の押下や上位装置２からの要求に応じてダウンロー
ド処理が実行される構成としたが、例えばダウンロード部１９の電源がオンに切り替えら
れたことを契機としてメモリ媒体２０に記憶されたデータ（アプリケーションソフトウエ
アやＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエア）が自動的に読み取
られてダウンロードされる構成を用いることもでき、また、例えばダウンロード部１９と
回線を介して接続された遠隔の装置からの制御によりダウンロードが実行されるようなリ
モートダウンロードの構成を用いることもできる。
【０１３１】
以上のように、本例のＣＤＭＡ基地局装置１では、ベースバンド部１５に関して、チップ
レートでの処理を行う構成部分をＦＰＧＡパッケージに組み込む一方、シンボルレートで
の処理を行う構成部分をＤＳＰパッケージに組み込み、各パッケージ毎にソフトウエアを
ダウンロードすることが可能な構成とした。また、本例では、各パッケージ毎のソフトウ
エアをメモリカード等に予め記憶させておき、当該メモリカード等をＣＤＭＡ基地局装置
１（のダウンロード部１９）に接続して当該ソフトウエアをベースバンド部１５にダウン
ロードすることが可能な構成とした。
【０１３２】
このように、本例のＣＤＭＡ基地局装置１では、ＦＰＧＡ３１とＤＳＰ３２を用いたベー
スバンド部１５の構成により信号処理の効率化を図ることができるとともに、例えば種々
な通信方式に対応したソフトウエア（ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰフ
ァームウエア）を設定することにより、ＦＰＧＡ３１やＤＳＰ３２により種々な通信方式
に対応した信号処理を実行することができる。つまり、本例のＣＤＭＡ基地局装置１では
、例えばハードウエアを変更せずとも、ＦＰＧＡ３１やＤＳＰ３２のソフトウエアを変更
することにより複数の通信方式に対応することができる。
【０１３３】
具体的には、例えば従来のＣＤＭＡ基地局装置では、ソフトウエアに関してはダウンロー
ド部により変更が可能であったが、異なるエアインタフェースの仕様に対応させるために
はハードウエアの修正が必要であり、このため、ハードウエア（基板）の交換が必要であ
った。これに対して、本例のＣＤＭＡ基地局装置１では、エアインタフェースの仕様に関
わるベースバンド部１５のハードウエアをＦＰＧＡ３１とＤＳＰ３２とから構成している
ため、同一のハードウエア（基板）を共用して異なるエアインタフェースの仕様に対応さ
せることが実現される。
【０１３４】
また、本例では、上述のように、ＦＰＧＡ３１のコンフィギュレーションデータ（回路構
成）とＤＳＰ３２のファームウエアをダウンロード部１９のメモリ媒体２０に（呼処理監
視制御部１７や保守監視制御部１８の）アプリケーションソフトウエアと共に格納してい
るため、メモリカード等から成るメモリ媒体２０をＣＤＭＡ基地局装置１（のダウンロー
ド部１９）に挿入することで、ベースバンド部１５内のＦＰＧＡ３１の回路構成やＤＳＰ
３２のファームウエアを容易に変更することが可能である。
【０１３５】
従って、上述のように例えばハードウエアの変更を行わずに各標準化エアインタフェース
の仕様に対応することが可能であり、エアインタフェースの仕様に左右されない共通化さ
れたハードウエアの提供が可能となるため、例えばＣＤＭＡ基地局装置の開発から製造ま
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での効率を高めることができ、この結果として、例えば安価なＣＤＭＡ基地局装置を提供
することができる。また、エアインタフェースの仕様の変更に対して柔軟に対応すること
も可能となり、また、ソフトウエアの変更のみで複数の通信方式に対応することが可能で
あることからコストの面で非常に有利である。
【０１３６】
なお、Ｗ－ＣＤＭＡのＴＤＤ方式やＷ－ＣＤＭＡのＦＤＤ方式やマルチキャリアＣＤＭＡ
方式は互いに類似した通信方式であり、ハードウエアの変更によらずにソフトウエアの入
れ替えが可能な構成部分（ベースバンド処理より後の処理を行う構成部分）の変更により
これら３種類の通信方式に対応することが可能である。本例では、ＦＰＧＡ３１及びＤＳ
Ｐ３２のソフトウエアの入れ替えにより、これら３つの通信方式に対応可能としている。
【０１３７】
また、（無線）基地局装置としては、例えば超小容量タイプや中容量タイプや大容量タイ
プがあり、本例のようなベースバンド部１５の構成は超小容量タイプの（無線）基地局装
置に適用して特に有効である。なお、各容量の規模をチャネル（音声チャネル）に換算し
て示すと、超小容量タイプが４０チャネル程度に相当し、中容量タイプが２５６チャネル
程度に相当し、大容量タイプが７６８チャネル程度に相当する。
【０１３８】
また、本例のＣＤＭＡ基地局装置１では、好ましい態様として、Ｗ－ＣＤＭＡ方式のチッ
プレート周波数とマルチキャリアＣＤＭＡ方式のチップレート周波数との公倍数の値を有
する周波数のクロック信号を発振器３４で発振する構成としたが、例えば通常はシステム
クロックの周波数とチップレート周波数とは大きく異なることもあるため、このような場
合には、例えば異なる通信方式で用いられる複数種類のチップレート周波数（複数種類の
拡散符号の周波数）に対応した周波数の信号を発振する第１の発振手段と、当該異なる通
信方式で用いられる複数種類のシンボルレート周波数に対応した周波数の信号を発振する
第２の発振手段とを発振器３４に備えるのも好ましい。
【０１３９】
ここで、本例では、ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータが本発明に言うＦＰＧＡプロ
グラムデータの一例に相当し、ＤＳＰファームウエアが本発明に言うＤＳＰプログラムデ
ータの一例に相当する。
また、本例では、ダウンロード部１９等がメモリ媒体２０に記憶されたＦＰＧＡコンフィ
ギュレーションデータやＤＳＰファームウエアを読み取ってベースバンド部１５内のＦＰ
ＧＡ３１やＤＳＰ３２に設定する機能や当該設定によりプログラムデータを変更する機能
により、本発明に言うプログラムデータ設定手段やプログラムデータ変更手段が構成され
ている。
【０１４０】
また、本例では、ダウンロード部１９がメモリ媒体２０と接続する機能により、本発明に
言うメモリ接続手段が構成されている。
また、本例では、発振器３４等が複数の通信方式のチップレートに対応した周波数のクロ
ックやこれら複数の通信方式のシンボルレートに対応した周波数のクロックを供給する機
能により、本発明に言うクロック手段が構成されている。
【０１４１】
次に、本発明の第２実施例に係る基地局装置提供システムを図６を参照して説明する。
同図には、本例の基地局装置提供システムの一例を示してあり、この基地局装置提供シス
テムは、例えば、複数（例えばＬ個）の（無線）基地局装置Ｐ１～ＰＬと有線回線Ｗ１～
ＷＬを介して接続されるとともに（通信サービス会社の）端末装置Ｖとインターネット回
線Ｉを介して接続された管理装置Ｚから構成されている。
【０１４２】
ここで、本例では、各基地局装置Ｐ１～ＰＬとしては、例えば上記第１実施例で示したの
と同様なＣＤＭＡ基地局装置（本例では、超小容量タイプのもの）が用いられている。つ
まり、各基地局装置Ｐ１～ＰＬは、希望の通信方式に対応したプログラムデータ（本例で
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は、ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエア）が設定されること
で当該通信方式により無線通信することが可能な構成となっており、また、このようなプ
ログラムデータの書換により複数の通信方式に対応することが可能である。
【０１４３】
また、同図には、説明の便宜上から、１つの基地局装置ＰＬを代表させて、当該基地局装
置ＰＬのセルエリア（通信可能領域）Ｒの一例や、当該セルエリアＲに存する複数の移動
局装置Ｑ１、Ｑ２を示してある。
また、各基地局装置Ｐ１～ＰＬには、それぞれ固有の識別情報（本例では、“０００１”
～“０００Ｌ”の番号情報）が割り当てられている。
また、同図では、１つの（通信サービス会社の）端末装置Ｖのみを示したが、本例では、
複数の通信サービス会社に対して（希望があれば）基地局装置Ｐ１～ＰＬを提供する場合
を示す。
【０１４４】
また、管理装置Ｚには、データを記憶するデータベース１０１や、ダウンロード用のプロ
グラムデータ（本例では、ＦＰＧＡコンフィギュレーションデータやＤＳＰファームウエ
ア）を記憶するメモリ媒体１０２や、データベース１０１を検索する検索機能１０３や、
例えばディスプレイ画面を備えて情報を表示出力する表示機能１０４や、データベース１
０１に対してデータを登録（本例では、変更も含む）する登録機能１０５や、有線回線Ｗ
１～ＷＬを介して各基地局装置Ｐ１～ＰＬとの間で情報を通信する機能を有するとともに
インターネット回線Ｉを介して端末装置Ｖとの間で情報を通信する機能を有する通信機能
１０６や、各基地局装置Ｐ１～ＰＬに対してメモリ媒体１０２に記憶されたプログラムデ
ータを送信するダウンロード機能１０７が備えられている。
【０１４５】
以下では、基地局装置Ｐ１～ＰＬを提供する者（基地局装置提供者）が管理装置Ｚを設け
ており、この管理装置Ｚを用いて通信サービス会社に対して基地局装置Ｐ１～ＰＬを提供
する場合を示す。
すなわち、基地局装置提供者は、まず、各基地局装置Ｐ１～ＰＬを任意の地域のＢＴＳ施
設区域（例えば電信柱や鉄柱や電話ボックス上など）に設置する。なお、各基地局装置Ｐ
１～ＰＬの設置場所としては、特に限定はないが、例えばトンネル内や地下街等のように
電波の届きにくい場所に設置しておくのが有効である。
【０１４６】
また、上記のように各基地局装置Ｐ１～ＰＬにはそれぞれ固有の番号が付与されており、
基地局装置提供者は、各基地局装置Ｐ１～ＰＬの番号情報と各基地局装置Ｐ１～ＰＬを設
置した場所のデータ（施設区域のデータ）とを対応付けてテーブルデータとしてデータベ
ース１０１に格納しておく。
【０１４７】
また、本例では、各基地局装置Ｐ１～ＰＬのセルエリアを特定するデータや、各基地局装
置Ｐ１～ＰＬに現在設定（搭載）されているプログラムデータ（本例では、ＦＰＧＡコン
フィギュレーションデータやＤＳＰファームウエアといったアプリケーションソフトウエ
アであり、つまり、当該ソフトウエアの種類により通信方式が識別され得る）を特定する
データや、各基地局装置Ｐ１～ＰＬが現在いずれの通信サービス会社に提供（本例では、
購入や借用）されているかを特定するデータも、上記したテーブルデータの一部としてデ
ータベース１０１に格納しておく。
【０１４８】
なお、いずれのプログラムデータも設定されていない基地局装置Ｐ１～ＰＬに関してはテ
ーブルデータ中の該当する部分に「空き」であることを示す情報（例えば空きであること
を示す状態のフラグ）を格納しておき、同様に、いずれの通信サービス者にも提供されて
いない基地局装置Ｐ１～ＰＬに関してはテーブルデータ中の該当する部分に「空き」であ
ることを示す情報を格納しておく。
【０１４９】
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そして、基地局装置提供者は、（複数の）通信サービス会社から基地局装置Ｐ１～ＰＬの
提供希望を受け付ける。
この場合、管理装置Ｚでは、検索機能１０３によりデータベース１０１を検索して、いず
れの通信サービス会社にも提供されていない（「空き」の）基地局装置を提供候補として
検索することができ、このような検索結果を表示機能１０４により表示出力することがで
きる。
【０１５０】
また、本例の表示機能１０４では、例えば上記のような検索結果を表示出力する場合等に
、データベース１０１の記憶内容に基づいて、各基地局装置の施設場所や各基地局装置の
セルエリア（どの程度の区域のセルエリアを有するか）を地図上に表示出力することもで
きる。
【０１５１】
次いで、上記のようにして検索された基地局装置の中で通信サービス会社に対して提供す
ること（当該通信サービス者による購入や借用）が決定された基地局装置があった場合に
は、基地局装置提供者は、登録機能１０５により当該基地局装置（の番号情報）に対応付
けて、当該基地局装置に設定されるプログラムデータを特定するデータや、当該基地局装
置が提供される通信サービス会社を特定するデータをデータベース１０１に登録する。
【０１５２】
また、通信サービス会社に対して提供することが決定された基地局装置があった場合には
、管理装置Ｚのダウンロード機能１０７により、当該通信サービ会社により使用される通
信方式に対応したプログラムデータをメモリ媒体１０２から有線回線を介して当該基地局
装置へ送信し、これにより、当該プログラムデータを当該基地局装置にダウンロードして
設定する。
【０１５３】
なお、好ましい態様として、例えば登録機能１０５によりプログラムデータを特定するデ
ータや通信サービス会社を特定するデータが基地局装置（の番号情報）に対応して登録さ
れたこと（つまり、購入や借用が決定されたこと）に応じて、ダウンロード機能１０７が
（自動的に）当該プログラムデータを（当該番号情報に対応した）当該基地局装置へ有線
回線を介して送信する構成とすることもできる。
【０１５４】
また、好ましい態様として、例えば管理装置Ｚの各機能１０１～１０６とは遠隔に設置さ
れた（通信サービス会社の）端末装置Ｖから通信回線（本例では、インターネット回線Ｉ
）を介して当該管理装置Ｚの各機能１０１～１０６に対してアクセスすることが可能な構
成とすることもでき、これにより、当該端末装置Ｖにおいて、空いている基地局装置に関
する情報（地図上での設置場所やセルエリアの情報等）を検索して閲覧すること等ができ
る。
【０１５５】
以上のように、本例の基地局装置提供システムでは、複数の通信方式に対応可能な基地局
装置Ｐ１～ＰＬが通信サービス会社により利用（本例では、購入や借用）されているか否
かを管理して、通信サービス会社からの要求に応じて、空いている基地局装置に（設定可
能な複数の通信方式の中から）所望の通信方式を設定するようにしたため、基地局装置Ｐ
１～ＰＬの提供サービスをスムーズに行うことができ、サービスの効率化を図ることがで
きる。
【０１５６】
また、本例の基地局装置提供システムでは、各基地局装置Ｐ１～ＰＬの設置場所やそのセ
ルエリアが地図上に表示されて（利用を希望する通信サービス会社等により）視覚的に把
握されるため、基地局装置Ｐ１～ＰＬの提供サービスを更にスムーズに行うことができる
。
また、本例の基地局装置提供システムでは、例えば各基地局装置Ｐ１～ＰＬとは遠隔に設
けられた（管理装置Ｚの）メモリ媒体１０２に種々な通信方式に対応した複数のプログラ
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ムデータを格納しておき、必要な時に所望の通信方式に対応したプログラムデータを有線
回線Ｗ１～ＷＬを介して（自動的に）所望の基地局装置へ送信して設定することができ、
これにより、基地局装置Ｐ１～ＰＬの提供サービスを更にスムーズに行うことができる。
【０１５７】
ここで、本例では、データベース１０１の機能により、本発明に言う基地局装置情報記憶
手段が構成されている。
また、本例では、検索機能１０３により本発明に言う検索手段が構成されており、登録機
能１０５により本発明に言う登録手段が構成されており、通信機能１０６やダウンロード
機能１０７により本発明に言うプログラムデータ設定手段が構成されている。
【０１５８】
また、本例では、表示機能１０４により、本発明に言う表示手段や表示制御手段が構成さ
れている。
また、本例では、メモリ媒体１０２の機能により、本発明に言うプログラムデータ記憶手
段が構成されている。なお、本例のメモリ媒体１０２は、通信機能１０６やダウンロード
機能１０７や有線回線Ｗ１～ＷＬを介して各基地局装置Ｐ１～ＰＬと接続されている。
【０１５９】
ここで、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置や基地局装置提供システムの構成や、本発明に
係るプログラムデータ設定方法の態様としては、必ずしも以上に示したものに限られず、
種々な構成や態様が用いられてもよい。
また、本発明の適用分野としては、必ずしも以上に示したものに限られず、本発明は、種
々な分野に適用することが可能なものである。
【０１６０】
また、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置や基地局装置提供システムやプログラムデータ設
定方法により行われる各種の処理としては、例えばプロセッサやメモリ等を備えたハード
ウエア資源においてプロセッサがＲＯＭに格納された制御プログラムを実行することによ
り制御される構成が用いられてもよく、また、例えば当該処理を実行するための各機能手
段が独立したハードウエア回路として構成されてもよい。
また、本発明は上記の制御プログラムを格納したフロッピーディスクやＣＤ－ＲＯＭ等の
コンピュータにより読み取り可能な記録媒体として把握することもでき、当該制御プログ
ラムを記録媒体からコンピュータに入力してプロセッサに実行させることにより、本発明
に係る処理を遂行させることができる。
【０１６１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係るＣＤＭＡ基地局装置やプログラムデータ設定方法では
、例えば、ＦＰＧＡプログラムデータによりチップレートで信号を処理するＦＰＧＡ及び
ＤＳＰプログラムデータによりシンボルレートで信号を処理するＤＳＰを用いて構成され
たベースバンド部を備え、ＦＰＧＡにより用いられるＦＰＧＡプログラムデータ及びＤＳ
Ｐにより用いられるＤＳＰプログラムデータを異なる通信方式に対応したプログラムデー
タへ変更することが可能な構成としたため、ＦＰＧＡとＤＳＰを用いた構成により信号処
理の効率化を図ることができるとともに、ＦＰＧＡやＤＳＰにより種々な通信方式に対応
した信号処理を実行することができる。
【０１６２】
また、本発明に係る基地局装置提供システムでは、例えば、複数の通信方式の中から選択
される通信方式に対応したプログラムデータが設定されることで当該通信方式により無線
通信する複数の基地局装置について各基地局装置が通信サービス者により利用されている
か否かに関する情報を記憶し、例えば空いている基地局装置の利用を希望する通信サービ
ス者が存する場合には、空いている（つまり、通信サービス者により利用されていない）
基地局装置を検索し、検索された基地局装置の利用を希望する通信サービス者からの要求
に応じて、当該基地局装置について前記記憶内容を当該基地局装置が利用されていること
へ変更するとともに、当該通信サービス者が使用する通信方式に対応したプログラムデー
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タを当該基地局装置に設定するようにしたため、基地局装置の提供サービスをスムーズに
行うことができ、サービスの効率化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１実施例に係るＣＤＭＡ基地局装置の構成例を示す図である。
【図２】　メモリ媒体のメモリマップの一例を示す図である。
【図３】　メモリ媒体のメモリマップの他の例を示す図である。
【図４】　ベースバンド部の構成例を示す図である。
【図５】　ダウンロード機能に関する構成部分の構成例を示す図である。
【図６】　本発明の第２実施例に係る基地局装置提供システムの一例を示す図である。
【図７】　従来例に係るＣＤＭＡ基地局装置の構成例を示す図である。
【図８】　従来例に係るベースバンド部の構成例を示す図である。
【符号の説明】
１・・ＣＤＭＡ基地局装置（ＢＴＳ装置）、　２・・（ＢＴＳ）上位装置、
３・・有線伝送路、　Ａ１、Ａ２・・アンテナ、　１１・・デュプレックス部、
１２・・増幅部、　１３・・低ノイズ増幅部、　１４・・無線送受信部、
１５・・ベースバンド部、　１６・・テスト機能部、
１７・・呼処理監視制御部、　１８・・保守監視制御部、
１９・・ダウンロード部、　２０、１０２・・メモリ媒体、
２１・・伝送路信号切替機能部、　２２・・伝送路インタフェース部、
３１・・ＦＰＧＡ、　３２・・ＤＳＰ、　３３・・制御部、　３４・・発振器、
３５・・Ａ／Ｄ変換部、　３６・・Ｄ／Ａ変換部、
４１・・バスインタフェース部、　４２・・サーチャ部、
４３・・フィンガ部、　４４・・拡散符号生成部、　４５・・拡散変調部、
５１・・マッチドフィルタ、　５２・・パイロット同期検波部、
５３・・プロフィールメモリバンク、　５４・・パス検出部、
Ｃ１～ＣＮ・・相関器、　Ｍ１～ＭＮ・・メモリ、
Ｄ１～ＤＮ・・同期検波部、　６１・・バスインタフェース部、
６２・・合成部、　６３・・物理フレーム分離部、　６４・・復号化部、
６５・・符号化部、　６６・・物理フレーム多重化部、
６７・・送信フレーム生成部、　７１、８１、８３・・ＤＰＲＡＭ、
７２・・ＳＡＲ、　７３・・物理デバイス、　７４・・フラッシュＲＯＭ、
７４ａ・・ＲＯＭ（ＭＰＵ）、　７４ｂ・・ＲＯＭ（ＦＰＧＡ）、
７４ｃ・・ＲＯＭ（ＤＳＰ）、　７５・・ＳＤＲＡＭ、　７６・・ＭＰＵ、
７７・・ＲＡＭ、　８２、８４、９７・・制御部、　９１～９３・・ＯＲ回路、
９４～９６・・スイッチ、　Ｐ１～ＰＬ・・基地局装置、　Ｒ・・セルエリア、
Ｑ１、Ｑ２・・移動局装置、　Ｗ１～ＷＬ・・有線回線、
Ｉ・・インターネット回線、　Ｚ・・管理装置、　Ｖ・・端末装置、
１０１・・データベース、　１０３・・検索機能、　１０４・・表示機能、
１０５・・登録機能、　１０６・・通信機能、　１０７・・ダウンロード機能、
Ｓ１・・装置内バス信号、　Ｓ２・・ベースバンド部ダウンロード開始信号、
Ｓ１１・・装置内バス信号、　Ｓ１２・・ＡＴＭ信号、
Ｓ１３・・コンフィギュレーションデータ転送制御信号、
Ｓ１４・・ファームウエアダウンロード制御信号、
Ｓ２１・・呼処理監視制御部ＡＰダウンロード起動要求信号、
Ｓ２２・・保守監視制御部ＡＰダウンロード起動要求信号、
Ｓ２３・・ベースバンド部ダウンロード起動要求信号、
Ｓ２４・・呼処理監視制御部ＡＰダウンロード起動信号、
Ｓ２５・・保守監視制御部ＡＰダウンロード起動信号、
Ｓ２６・・ベースバンド部ダウンロード起動信号、
Ｓ２７・・呼処理監視制御部ＡＰダウンロード開始信号、
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Ｓ２８・・保守監視制御部ＡＰダウンロード開始信号、
Ｂ１・・ベースバンドバス、

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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